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量 ・略発行/財団法人滋賀県文化財保道協会 -= 
木地ffiの氏(-f.i'(~I[) '.'(fiIIJUIのilil~~を .Imlめている。ま

たよの日況が.I~かれた'l: H 8 ff'l;1、前年・より Itヶ制が

折:干干の先縦にならい、氏(~.年を 1)日始した二とからみて

的:谷のけ|絡を必ぷするとニろにねら、、があったのでは

その‘3 ぃ、かと込lわれる。

有形民俗文化財(県指定) 2.道答未地底民子掛極 3wm 
1.大岩助左術門日犯 IIH!!:I~~H-t系 l:gl 、 FI.紅海女; 所化地 神的m;J}， ilJ;i .'f' nrr大'j';~Ht 1761f1'J也

(W.'"愛知Imi/Jゆ;01:川l::Ji立大汁氏相似之Ui氾) 2 111)' 所有ti. 筒井伊Iln

所千Ul!!. NI附ltIi水抑制1If)ぐj:蝋作 172帯地 品目および形状 IIIHrI56 'o 1~ ~ JJ 24 11 (.1・けで指定した L

所イf行 小和';i久行: めと fiiJじく作紛111]'はイ{紋で1111r状におiじ、jにきさは縦、

'~III /tl および!惨状 11骨子1;1211庁にちIIi L、)1"に縦29cmX繊 縦、!ゲさにおいてすべて拠なる。

21cm.炎紙はなく、 I.i]'l'e紙で卜JltI;t'12紙、下|時1:l:43紙 fJiりにこれをあ33fllt 1I1t， tl¥34 m IIIt ，釘~35i毎日サとする

をイf端で袋ぷ1(州直下袋) ~llにとじる。表紙のかわリに と、そilぞれ、縦×織と紙数{立、 28cmX 2Ocm31 ~氏 、

同'e'eの無.It色紙を l紙つけているが、足r妥1.1な t、。上下 28cmX2lcm28紙(内11校(JttU、25cmX 17cm31紙て'ある.

'ii]1t. 烈作年代江PII.~1t

金主谷村系肉U3紙を 1f主に貼リつい f!ιの。縦31cm 内容 I目白布J56!J三4Jl24日に指定したものと問純のむの

×徽47cm(お ltlU 、 37tm( ~) 2 tl~ ) 、 47cm ( 第 3 紙). と認められる.すなわち努133r;事情1;1安氷4年 8FJ 15日

日記j盗文i孟3紙をとじたむので、紙'l'elま同じである 改の美i良[司 lnl 1'.領の b のであリ、 ~j~旨人野IJ記とある。

が、紙の縦約1;1縦29cmX徽19cmで災なる。 第34ti草冊は災保花年京高官"，}也峨仲間印鑑級とあり、

:製作年代 江戸時代(，己~8.) r京都S*Jl!!.~i'ltflll ヶr:lJJ 25入、「牧水地帥iflllヶImJ39入、

内容 上 Oltはl'll足元iH859)より』引栄 2.(1645)8月 「江州芯ti.sUi.:S川氏井村里並木地自11IJ29人、「大坂鍵緒戦」

24日まで、ド附1;1JEf~ 2 JI'. 2 )J 14 FIより 1乙徐8ip(1695) 18人の名がみえる.

正月 8日までを ，小、ている。 11.氾と 1;1~、え、 一般に与ー 第35簿冊{立安政3年1.i<9月'i'fII、r紀州瓜江木Jl!!.股名

えられるような 11次をj自勺てJUしたものではなく 、制 前之帳Jと題するもので、約 100あのi;が記されてい

年体の体減をとり大治家に(L;わる杓;記録を花徐 8':ドに る。

大岩肋庄術門川J保以仰Jmm制がまとめたものである。 3.蓋ヶ踊木地屋氏子狩帳 2郷11甘

内谷1;1大岩効えの3択の来巾と 小f/;i庇六ヶ知!の推移を般に 所不1:地 事I1脚t.Hni水刊l;!守町大'j.::n・ヶ知|

~所省者および住所

t 尖尖l泣?1;i:品血船削tIl担利仲桝11川』吋刷引4付社1: 布例仲榊11凶1峨州曲

E 金i郎犯か 争利紳11附mi/.水ki河崎似{け4制九可1町町大，千I炉:.{必fケ勾知側11807調徐H地山

! 1'iI，'l'tおよび形状 昭和56午4112411Hけで指定したむ

る? を 拾のと問じゅ?み1I1t 1.i ~ìHで紛じ、大ささは側、肝
:?を 汁においてすべて災なる.

λ 三塁;亙邑 {反リにこれを ~ï52i~1I骨、 tli53mll1トとすると、それぞ. "品I f1'! 1・
さ i今~I h縦×縦と紙数1;129cmX 21cmlO紙、 27cmX19cm 6紙で

J jι・(:，'1ある。

'1.' .1 fH 主ゐ ~ ril裂作年代 iUiUHt

.，25j汁内容 i附 56í，~ I JJ 2.' IIIニ航したむのとト酬のもの

.哀史 tJ、代、と認められる.すなわち第52簿i仰山脈二年政必土

; 句 ケIh必l司五五氏よ('f.i'fJ<Jと泌するむので、川自主を除<VlI制 3

ヵ同の氏:(.n似の 1*111;' で 、 11仕..k 1;1 j主l;IW 、 1~ ';'HI~ を欠
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<. 102.t，のす，をd己主kずる.

第53mll仕11. rkl~~3 て以fドヂイむの作文('J、絞i，o;it! 
よリ Jt1凶木地r.，~へ仰 β減 Elú必を滋いたもの)のある

氏-H持~<て'あるがlé州会iItなど 5名の名を記すのみで

ある。

ともに神社の必の I'i文;!?にi見入していた。

無形民俗文化財(県選択)

1.黒川の花笠太厳罰

{呆f-l:UH本 l ，iL.!.~会

所イ，:地 II'r{li!1七L1lurr人:'j:f.I.¥111 
内'iii=及ぴ111米 〔内作〕大'i:1.1.¥ I11の上の平 ・'1'の組 ・市

場 ・ 川jI~の 4 小'r: がイH，iJ して氏神大内事11社へ花笠太以

前flを.-¥，;車内し、 t千〆l、1:に'haって削る.

〔行1.jI次鈴) ~ヤl、'j": ごとに1;<.・~をつけて集まり、行

亨H:組んで出発する.タIIJII(ili総代 ・fff¥児 ・ケゴ{竺慾)

・メン(!込1(Ij)・太以i'W吹き ・ZiE・IIJltl¥し ・ガワ(1l!1J 

~Iω。上のお111 卜.の平と rt ' の *IlがJ t:fnの川原で「出合い」

をして校惨をかわす. ドの*IUま市場と川西がγt*紛で

r出合い」をし、 1'，の組を待つ.上と下の「出合い」

のあと大広告jI社へfI'Jかうが、メンの r:H合いJ 1ま激し

く!也而が曹長れたよともあった.

神社にはいると j ンは怖を桜リながら神的にすすみ

悶聞をはらう.これをパパイリ{馬場入リ?)という。

太鼓 Lパパイリして、次に「事11袋VIIiJ をkの組 ・下の

組のAA(謬Spはi並)に削る.このあとはコオドリ(小

Ml)の中からいずれかのVIIiを収納する.Mlu只li大願役、

小順役など28ある.V，u終ると神社を:Hて、大目立の前

大黒獅{大宮神社)

で}jIJUの r:11会い」をし、それぞれのi:Hへ川り、広場

で r~主ぬき'制」をする.

〔扮装〕ノン IH討の~lí11Iに!込IhiをかぶりiiIiにIlJ，f.~の

羽十'L{をさす 上京li腰までの2炉心物に，ry.Hliで卜X'j':に

背だすき、 ド衣 t主総(-の m" nけをは 5!県足袋に I;~f主 I i'

き。腰にみい僚をしてli.色のイfiをAらす.手に 6尺は

どの作と ili配を Lつ.

タイコ Iま色紙を 1仇った化~~:にi主化を立ててかぷリ、

上衣は暖までの‘|主活物に締め太政をつけ、 1'fだすきや

下衣{まメンと i寸じ。 1，1，jT'にt¥i.い作をもっ.

lえ II}\ さ、知人1I~1o'1Iし、がりは対|糸の l~;.n物に1'1 の千

Ip、(1Ji袋、下駄1;(き袋で、 II炊きは給災裟をかける。

総代 ・iJt.iHUi((寸;t]総持。

(LLi米)JG米1;J:i:I:j之;またはその;16トしに的自られた。I:IJ

乞のときはぷ，~をつけない。以前は 3 村・に分かれ別々

に焔ヮていたが、大JE711三和11ト1:介。f'し、明王手十HI:にふi・

絡して以米、J3~.{J:の形態とな勺た。

11寺m]およびfめ)* 1Itij'.4} J 15 I1 (1別ifi41~f.までは InJI'I'

11月 8日)1二大1;沖III上段l付J;よぴ作小宇の広場(集会

pJTなど)で削る。

分布 土山町内で111.1.¥川の隣村、山 !;:J京 ，!.I.¥j竜で同純

の ~ili りがあリ、 UI rl' ではH~絶した.
"11" a:. 

2.山女原の花笠太厳踊

保存同体山'tl: rhq!~濃部

所干'OtT. IJlfUnl土山町大'[:III女I~t ・.
内容および山米 〔内容〕ナカムラ(上の級)とムカ

" イデ(下の主11)とが社、干に花笠木戯曲自をが納する。

〔行事次第〕カイ(H)がイト図の法紛mをl吹いて従

所をまわると 、名家から l人づっ:11て |二と下の総代の

家へ集まり、一手IJにな勺てヒ林抑制;へfIoJかう。時事111立

相jl ~波 ・ 総代 ・ io\lJ総代 ・ ケゴ(?~I:!.Q )・11只:Hし ・メ ン(l込

而i) ・"A政 ・カイ(法鰍!l)・ガワ (1Jl1J?~"gn) の JII目。行

水ヶj脈絡のたもとで r:1¥イトい」をする.

I党内にはいると、まずシキイ 1パ式入 1))、パナラシ

(J幼ならし)をして「神保VlfiJ を ~>i t内、いくつか踊っ

て地制 .'J'へ行き 、Iliぴシキイリ ・パナラシのあと「お

守削」を4バ内、、くつかVlfi勺て解11次する。 VlfJ(;1:事11千1:で蹴

る L の 8 、~:院です10 るもの 9 ある.

〔扮袋〕メン I1.JlÍl Iニ LLI.!:~の ;];J 十H をさし 'n;ぃ鬼 IIåをか

ぶる。 J'.ぷ11，n物に，!J;たすきを|・文'jうにしめ、 -F:{{1;1: 

紛の裁~ict、予'1' 、 :1.\ J.È袋、 1，'':fl: C! き、腰に "Ir.~をさ

し、 t与をむつ.

太古主lま(E~t をか .i: リ、 1::1'<1よ1'1¥、'，ff物にJI旬前で締太

銑をつけ、 I~，j 予に n\ 、下'1'、 n を L つ。

下衣11緋のl主，t1ctに}.E1;1::.1.\のコウカケをあて 1';':干~c.r 
さ.ま[J'lの1'fだすきを 1・文'i:に給ぶ.

カイ li.(Eてををかぶり 1"、、.，Vi物に:.'.¥の!1J'm:をしめ、i'1

}È・.~~ ・ l当ぃ ω祁のは泌をはさ、ずiからね袈裟をかけ 、

2 -



山女原の花笠太鼓鏑

l:jいミドp、法均!貝をもっ。

trワ{止結袈裟以外i孟カイと同じ装束で乎に佐l溺をも

っ。
〔由来〕大正11年に雨乞で蹴った。以前は雨乞や虫

活りのときに?止の服装て情。ったという。

l時期および場所 毎年 4月15日に氏事jrJ'J本争i寸土と判別i

寺地福寺(総治家)の続内で~IO る。

参考 行事や扮袋から ζの紛の伝J添に山りとの関与がÇ~i

< !日生じらflる.

3.尖議の註歯行事

{保存!現{本大阪紙I{II保存会
~'i ¥. '" 

所ギ仁地 叩 î~1~11T' t'l mr大字烏}，1}~!f

i特および由来 〔内容)大!京郷の 9ヵ与がそれぞれ

紙闘継を行い 、 氏神大.13事!吟:1:の{日j大然にt~:参し、参指

名・が花嫁いを行う。

〔行事次第) 7月1日から花作リが始まるので大鳥

神社の紳臓がお紋をする。花は氏子

全体で約 2.300本。 事il~ G:tJ ，l拡が1始まる

19日までに-11:;1)あげる。

7月10日伽)('J。氏イ総代(各字
"、IRl毛)が各ヰ;の下{入りのl税誌を決め

る。

7 月 17 日太以おろし 。 flfl リイーを JI~

め太ó'!i. ・ 占支の~~n匂をする 。

7 J J 19 [1 -22 EI ?千こi三で事氏f~~ ， i院が行I

わtlる。このmlに大Jj;¥rl'の人の恭1:1:

で、おシッさん(獅 hiii)が氏[.の

宮誌をまわりがiめる。

7月21日付i似のず，:~、見止が有II~処をH

股まで 11\す 。 知~~Jt丁の家がA全校事Ilt.も

の話?をする。

7月23日前日。tUうの公民自立やぶ

に集まる 。 WIJ えばfJ J，号~!f'で{立与三の勾l

IJ~ で総統i~lfl をひと釧りして神社へIfJj かう 。

行JIJ!ま ~Ifi りチ ・ m総持ちが交互に l 亨IJ とな

って定まったiE(紙1~.1道)を巡る 。 踊とい

っても円柱F を k:fl.み、 ~Jil リ -T'が 「 インヨーエ、

ソ ーライ」の掛け声で]，~: 'I' でぶつかリ令い 、

「ハーヨーハーヨ - Jとち・ ってドj.ぴぶつかる

のをも寸 .f.f総持ちむ同様に*O'ffi'iがこわれ

るほど激しくぶつかる。級制nとはj筆に各守二

が参リ、お旅所、本般的、将殿ijijで踊る。す

べてのサ:がをl参すると、 j~ シヅさんが総総

の火をかみ1J!Jす 「火l収けの者jl'J~Jが行わ札る。

7 rJ 24 日ね居野の七本除、 事11~<ij.かさの字

(銭とらず)以下は銭Illtiに社参ずる。続総

のかわりに花笠をむつ。 花笠には~íi納され

たiPqf教がのっているが、宅1i11:はよれをはず

して 、 1EJ.~い宇11~:~i)(行われる。やjl~.!の illì:l却があって然

はZJ与る。

(j笹具〕総書立は家間に木村‘をま11み、三方に溶かしに

切った紙をP}iる。中心にローソ 7を立て頭」二にのせる。

花笠{ま長さ約 2cmの 4本の1/)を末広に組み、表部てが

ジャパラを作 ')、上告11に徐Il幣、策杉、 1Eを立てる。

〔扮袋〕白ifJリ子は、紛のi劫衣に1&うrftす、テハゲ(手

'fI )、自足袋、l:!:Jilit:fき、笠をか...i:る。

*ft飽持ち、花笠持ちは常JJ目。

事II~尽かさは白シャツ、白パンツで1引すの先を械で結

んだVf.をむつ。
11寺Jmおよび場内十 毎年 7 月 23 日(仏n~n -24凶(本総)

を中心とするl時HJI。

I jJ m~1巾 lJ:町大!.j:鳥肘野、火鳥羽111:1:およびその氏子
ぃ.，い の . 

滅。燃野、有11、大!京よ問 、大阪中、大久保、JJ居野、

相模、大阪市場、高世j.の 9か字。

大原上回の燈縫おどり(大鳥神社)

3 ー



4.伊庭の坂下し

保存回|体 制全健然保存会

所在地 '!tl111lf，Hifi能去を川町大字伊庭

内谷およびi生|来 {内容〕伊庭郷の事!日ずだりて¥かつて

Itg僚をゆ心に祭り を行っていた。

〔行事J1q谷) 4 月 5 日 、 i~11制的。!i{i i榊|惟へ区長、
氏子総代、年長らが集まり然りをする。 i指針交はこの

日勤時打ちする。 この白から粕進となる。

fMULlfの前々日に在金援ね祭をした。仁王設で正

i立主(絞り~)が正一{立のit をむらう位付けがある ( J協
遂のJ友き身をまたがせる)。

5月 2自衛i輿上If. 5社ある事!l!rlj.のうちこ在、三宮、

八王子の中 3祉を級峰神社までひきあげる。

5月 3日伝説1然。 {谷に核予しと Lいう。大iJ~ N哨と
望i却l神社のや11輿にや11移し をし、各社.の氏子総代、太段、

正位談、特設の列燃で山吉Eまで迎え

に行 <.LU上では 3伎の術1!Jijに神修

しをして白装束の若い衆 ・中老が111日

次神輿をひきずりおろ し、 Eをからは

51'土そろってかっきゅ、大詰毛布11ttへ波

の代表 4人が出て仁王立へ もってあ

がろうと従う . キョウが終ると問房j

!杉に「ドさ'しし た餅を 5tl:の科I ~唱に 1~t

える。
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6月3日!九然。ぬ立てがあ 1)、かつては馬駆けをし
ず、

~。
(1分楽〕正佼mlま1.:<.託、 j守ヨ女、ミf-I二五明をもち 、力

タン'"7 (病問)の滴に采る。以前!J!駄..Ç!~ であった。

太鼓は一文~τ笠をか.. 1": リ、科| の湾当物の下に紛糾の rr~

を:1Iす。若t物 Ij Jえからげし 、 自の長三f- lfl 、判 |・の j即~* 、

7干に十文字たす きがけしてfillをまくる。納前で総太鼓

をつけ柄乎に;伴をもっ。

年長は{寺烏卵子をかぶり 、茶の~~n交、1fI. l夜、自足袋、

手に背竹の.ftをもっ u

(1I1来〕大i兵符l社の祭事jll立須佐之男命、f.1i州事111;上は

Ji事原鎌足(多武l峰大~Ifl紳 )。 中 3 を1: 1;1 1幸 、 郷9i'î M汗に初11の

決:本がJゾj、そこへmU1.務いたのを絞ったと伝える。

lI#lgj およびI諮問十 初年 5月3日を"1"心とするiliH去の時

Wl . 大~)~神社 、 三宮i却l仰を1: 、 ~f~ _1基三者11社。

クダシ(坂下し)

主

5月 3日八王子役の神輿

史跡

主主 日IJ 名 利; 所 ギE 地 指定問干~t

史 fが 品t古岐j持 I fI ~'nm水口!日T大字jj吋:I国IlJ 5，033111' 
縦:塚古墳 伊香mi高対町大王子・来初|明弓1::ヒ;1m 1，u02m' 

桃山神社古Jft {静香ìní i窃 月間}大!:f: i桃山字街、 ノ r'~ 776m' 

制 !::;fLUJ問屋 伊香î~í西浅井町大~n誕W r.I:I字Øi商 ・ 松鈴1 1.653貯

袋内総:tfVーについては、「滋従卒化!l~ だよリ J 8号に詳述している。

名勝

名 iif/; 1m 

EF.衆米迎で手庭凶

|日干日中i校本総長三閣

安養手'ï'J必 ~I
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滋賀県発刊 (昭和571f.・ 3 月)の r.~~~伐の路側」第 1 集に記されているために省略する 。
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